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   Two cases of sarcoma botryoides of the bladder in children have been reported. 
   In the first case, one year and a month old boy, the construction of an artificial anus 
and the bilateral ureterocutaneostomies were made at the first stage of operation because 
of poor general condition probably due to disturbance of urination, urinary infection and 
renal insufficiency. He died of ileus twenty-one days after the operation. 
   In the second case, four years and a month old boy, the total cystectomy with bila-
teral ureterocutaneostomies were performed, and he left the hospital eight monthes after 
the operation with good recovery. He is still healthy without any sign of the recurrance 
or metastasis of the tumor. 
   Review of Japanese literatures on the sarcoma botryoides of the bladder was done, 
and these cases reported here were found to be the  20  th and  21st case in Japan. 
   Sarcoma botryoides is a mesodermal mixed tumor in the submucous tissue, and the 
characteristic histological findings of this tumor are the followings  : (1) the main histolo-
gical change is the fibromyxoma mixed with the tissue of the hemangioma and/or the 
rhabdomyoma etc., (2) atypical sarcomatous cell infiltration is found in some part of the 
tumor. 
   It is very important for the treatment of this disease that radical total resection of 



















強 くなり,尿線中絶,滴 下状排尿,排 尿痛等を訴える
ようになった.尿 道炎と診断され内服薬の投与と,導
尿を受けていたが,発 熱,尿 混濁も加わ り頻回の導尿
に よってついにはネラトンカテーテルの挿入も不能 と
なった.抗 生物質の投与を受けていたが,高 熱が持続












各 種 検 査 成績
L一 般 血液 所 見 ・血 液所 見 は 術前 お よび術 後 とも
に軽 度 貧 血,白 血 球 増 多 の所 見 を 見 た、
2.肝 機 能検 査:黄 疽指 数4.4,TTT29.Kunkel
93,アル カ リP-aseO～3.
3.蛋 白 分屑 検 査:総 蛋 白7.4g/dl,A/GL4,A1
58.5,Gl:α17.0,α210.8,β3,8,γ19.7,
4.血 清電 解 質 お よびUreaN:電 解 質,UreaN
は 術 前低 カ リウ ム血症 を示 した 他 は正 常 で あ っ た.
5.尿 所 見:尿 は表1に 示 す如 く蛋 白 尿,顕 微 鏡 的
血 尿 お よび 膿 尿 で,グ ラ ム陰性 桿 菌 を 証 明 し た 、
6.PSPtest毛PSP排 泄 試験 は表2に 示 す 如 く早




























































































































































(左),右腎孟炎,脂 肪肝,感 染脾,癒 着性線維性腹膜
























図3.第1例,H.E.染 色,弱 拡 粘
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めて報告 しており,筆者 らが更に詳細に調査 し
た結果は表3の ごとく今 日迄の報告例は19例で
あった,これにわれわれの2例 を加 え て21例
中,発 病年令は5才以下が最 も多 く,18例で86





:女は4:1と 報告 している.初発症状 として
は排尿障害が最 も多 く,約半数に見られ以下頻





に発生 したものが7例 あり,その他子宮,前 立
腺,肛 門,耳,頭 部,頸 部,口 腔,上 都咽頭,
眼窩,耳 下腺部,肝 外胆管等に発生 したという
報告がある(竹林)19}
葡萄状肉腫 とい う病名は臨床的な診断名であ
って,病理組織学的には表3の ご と く,粘 液
腫,線 維粘液腫,粘 液肉腫,線 維肉腫,紡錘細
胞肉腫,横 紋筋肉腫,筋 形成細胞肉腫等と診断
されている.いずれも幼小児の泌尿性器系に好




























































性 生 発 部 位 組 織 診 断 症 状




































内 尿 道 口
内 尿 道 口
三 角 部
膀 胱 底 部
膀 胱 底 部
三 角 部,底 部
膀 胱 頸 部
三 角 部
頸 部,三 角 部
頸 部,三 角 部
粘 液 肉 腫1
線 維 肉 腫
葡 萄 状 肉 腫
葡 萄 状 肉 腫
粘 液 腫
筋形成細胞肉腫
線 維 肉 腫
横 紋 筋 肉 腫1
紡錘 細胞 肉 腫1
粘 液 腫
葡 萄 状 肉 腫
紡 錘細胞 肉 腫
葡 萄 状 肉 腫
粘 液 肉 腫
横 紋 筋 肉 腫
線 維 肉 腫
線 維 粘 液 腫
葡 萄 状 肉 腫
葡 萄 状 肉 腫
葡 萄 状 肉 腫
尿 閉
排 尿 障 害,血 尿
排 尿 障 害,排 尿 痛
尿認 頻 数,排 尿 痛
尿 意 頻 数,尿 閉
1排 尿 困 難,尿 閉[
尿意頻数,排 尿 困 難
1排尿購 醗 脱出
排 尿 障 害
血尿,頻 尿,尿 閉,腫
瘍脱出
排 尿 障 害
排 尿 障 害
血 尿,尿 閉
排尿障害,腫 瘍 脱 出
排尿痛,頻 尿,血 尿
排 尿 障 害





































病変 は当初は粘膜下に限局 され,筋 層以下の
深部への浸潤が見 られず,遠 隔転移を起すこと
が少いけれ ども,臨床的に見れぽ,腫瘍だけを


































4例中3例 は3年 以上生存 し1例は経 過 観 察
中,尿管結腸吻合術5例 中3例 は3年 以上生存
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